
令和３年度  学 校 関 係 者 評 価 報 告 書
評価点　

A  高いレベルで達成できた A  とても適切である
B  達成できた B  概ね適切である
C  一部達成できなかった C  あまり適切でない
D  ほとんど達成できなかった D  適切でない

E  判定できない

達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価

学校運営

中期目標【教育研究，教
育実習にグローバルな視
点を取り入れるとともに，
広域にわたる教員研修の
拠点校として，広く西日
本各地の教育力の向上
に貢献する。】

①中等教育に係る研究組織体と
して，研究組織と校務分掌組織と
の連携性を確認，強化して，研究
と運営の連動性を図る。教育ビ
ジョンを意識した，教育活動，研
究活動を行う。
②業務効率化，労働時間適正化
を図り，運営体制を構築する。

①学校経営上の各事業をPlan
（計画）→Do（実行）→Check（評
価）→Act（改善）サイクルの可視
化をもって遂行する。
②学校運営全般にわたる業務の
効率化について検討，業務を精
選し，課題共有と解決に努める。

①中等教育に係る研究組織体として，研究組織と
校務分掌組織との連携を行い，各分掌，学年，教
科において具体的行動計画を設定し，実行，評
価，改善をすすめた。
②コロナ禍における課題の共有，解決に向けた取
り組みを各部長，学年主任と協議し，運営委員会
の機能を強化した学校運営の改革を推進した。

Ａ

  経営目標の実現へ向けて，前年度の
評価を生かした具体的行動計画の立
案・評価・改善等ＰＤＣＡサイクルの可視
化に重点を置いた学校運営がよくなされ
ている。
　コロナ感染によるクラスターに関心が高
い中，状況の発信等，安心感の保障に
尽力されている。

A

　中等教育に係る研究組織体として，研
究組織と校務分掌組織との連携性を確
認，強化して，研究と運営との連動性を
図る。
　学校運営全般にわたる業務において，
運営委員を中心として課題の共有と解
決に向けて取り組み，学校運営の改革
を推進する。

人事

中期目標【教員研修制度
を包括的に検証し，必要
に応じて改善する。また，
西日本各府県等との交
流協定の成果を検証し，
必要に応じて改善す
る。】

①教員研修プログラムを策定して
交流人事や教員研修の機能を高
める。教員の職能成長を推進する
モデルを包括的に検証し，必要
に応じて改善する。

①公立学校からの現職教員長期
研修受け入れおよび人事交流に
よって，教員研修を推進する。

①広島県教育委員会をはじめ，他県から人事交流
により教員を受け入れ，キャリアステージごとの資質
能力をもとに研修プログラムを実施した。法定研修
以外にも教職員等中央研修をはじめとした学校内
外での研修を推進し，ミドルリーダーの育成をは
かっている。また，1名は大学院で内地研修員とし
て学び，教員としての資質・向上能力を図ってい
る。これに加えて，広島県からの長期派遣研修教
員1名を受け入れた。

Ａ

　学校運営の現状を踏まえて教員研修
プログラムの策定と推進を行い，人材育
成がなされている。
　多様な教育・研究活動が増加する中，
教職員の増員が求められる。
　教員研修プログラムの開発，成果を広
く関係機関と共有し，公教育に携わる教
員の資質向上に貢献している。

A

　教員研修プログラムの策定をすすめ
る。教員の職能向上のため外部研修へ
の参加を促進し，教員研修の機能強化
を図る。
　教職員の人事要求については，引き
続き，関係各所と連携し調整する。

広報

中期目標【広域にわたる
教員研修の拠点校とし
て，広く西日本各地の教
育力の向上に貢献す
る。】

①ホームページやパンフレット等
を利用して本校の教育・研究活動
の広報を行う。
②学校広報に努め，入学希望者
の増加を図る。

①教育実践の成果を教育研究
大会の開催，ＳＳＨ研究開発の
成果を事業成果報告会の開催，
及び刊行物やホームページで公
開などを通して広く発信，提供す
る。
②学校案内，学校要覧等，学校
刊行物を公開し，広報資料の充
実を図る。

①SSHの実践をはじめとして，授業実践事例集を
学校Webページで公開し，学校Webサイトへのアク
セス数は1年間で延べ20万回を上回っており，学校
の取り組みの成果が受け止められている。
②学校説明会は開催できなかったが，学校生活の
様子等を動画にしてホームページで紹介するな
ど，広報資料を充実させた。

Ａ

　ＳＳＨ研究開発の成果，および教育実
践の成果，刊行物を学校Webページに
公開し，広報活動が充実している。ま
た，体育祭，文化祭，学校説明会に参
加できない保護者にとって，ホームペー
ジは唯一の頼みの綱。教育関係者，保
護者をはじめ大勢の方が閲覧されてい
ると実感する。

A

　先進的・先駆的な研究活動を通じて，
持続可能な社会づくりの担い手を育む
学校運営，中等教育カリキュラムを策定
し，学校Webページを通じて広く発信す
る。

PTA等の諸組
織との連携

中期目標【広域にわたる
教員研修の拠点校とし
て，広く西日本各地の教
育力の向上に貢献す
る。】

①PTAと緊密に連携し，教育環境
の充実を図る。
②教育後援会との連携により教育
環境の改善を図る。

①PTAやPTA連合会行事に協力
し，保護者と教員の研修を深め
る。
②教育後援会役員会に出席して
教育環境の充実に資する協議と
予算執行を進める。

①全国国立大学附属学校園ＰＴＡ連合会研修会
は，全保護者への視聴案内を行い，今日的な教育
課題について多くの保護者，教員がオンラインによ
る研修を行った。
②教育後援会と連携して，コロナ禍で特に必要と
なったものについて慎重な協議のもとで予算執行
し，教育環境の改善に努めている。

Ａ

　全国のPTA研修会にオンライン参加す
ることで，全保護者へ研修の機会が得ら
れた。
　教育後援会との連携が充実しており，
学校運営，環境整備をスムーズにしてい
る。

A

　コロナ禍ではあるが，オンラインを用い
た工夫により，PTAと学校との連携を一
層強化して，保護者と教員との研修を深
める。
　教育後援会との協議を定期的に行い，
教育環境の改善・充実を図ることができ
るよう支援を受ける。

学習指導

中期計画【グローバル人
材に求められる資質・能
力を育成する指導方法
及びルーブリックを用い
た評価方法を完成させ，
その成果を広く公表す
る。】

①学習活動を充実させ，目標の
達成度を適切に評価し，学習指
導研究などを展開する。
②グローバル化に対応した教育
推進を通して学力向上を図り，資
質育成と進路実現を支援する。

①教科指導を充実させ，課外指
導も実施して学力を向上させる。
②大学や地域，アカシア会の協
力を得て，現場体験学習やキャリ
ア講座を充実させる。

①希望する進路の実現に向けて学習指導を充実
させ，生徒・保護者から高い評価を得ている。ま
た，高校3年生の生徒が広島県科学賞特選，日本
学生科学賞入選1等の受賞をはじめ全国コンテスト
で顕著な成果を収めるなど，多くの生徒がSSH課
題研究で優れた評価を得ている。
②アカシア会の絶大な協力によりキャリア講座を実
施し，生徒のキャリア意識を向上させた。

Ａ

　生徒一人ひとりを大切にした教育実践
がなされていることがわかる。学習指導，
進路指導の充実について，生徒・保護
者から高い評価を得ていることはもちろ
んであるが，特に「先生が生徒の相談・
悩みに親身になって応じてくれる」と感じ
ている生徒・保護者の割合が年々高く
なっていることが何よりの証である。一人
ひとりに寄り添った進路指導とそこで築
かれた信頼関係の上で安心して受験に
挑めたのではないか。また，キャリア講座
で，授業では得られない知識を得てい
る。

A

　 コロナ禍においてさらに教育方法の多
様化が求められているが，全人教育の
実現を図るとともに，学習目標の達成度
を適切に評価し，その分析を通じた学習
指導研究，カリキュラム開発研究，評価
方法研究を展開する。
　10年後の学習指導要領改訂を先取す
る教育研究を積み上げるための方向性
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教
育
実
習

教育実習

中期計画【教育実習生
に，グローバルマインドを
育成する指導法や英語
による授業展開の指導方
法及びアクティブ・ラーニ
ングなど新たな学びの方
法の指導方法を修得させ
る。また，第4期中期目標
期間におけるインターン
受け入れのための制度
設計を行う。大学院生の
インターンシップ受入に
ついて，成果効果を引き
続き検証する。】

①教科指導力，授業力を育成す
るとともに適切に評価し，その分
析に基づく実習指導研究を展開
し，指導の改善を図る。また，グ
ローバルマインドを育成する指導
方法，及び新たな学びの方法を
備えた教員を養成するための指
導計画を構築する。
②大学と連携・協力し，教育実習
生の課題を大学と附属間で共有
する方策を検討する。

①教科指導を中心に実習の充
実を図り，また先進的・先駆的な
教育活動やグローバル化に対応
した教育活動を通じて新しい学
びの指導方法も習得させ，高い
達成感が得られるようにする。
②教育実習生の成果と課題を検
証し，大学との連携・協力の実質
化に向けて，具体的方策を提案
する。

①②緊急事態宣言中で特別な状況下であったが，
教科指導について97%の実習生が「満足」と回答，
99%の実習生が「指導力が向上した」と回答するな
ど高い達成感のある実習が行われている。また，数
学と理科では，英語による教材及び指導案の作成
を通じて新たな学びの方法の検討を行った。
　教職大学院アクションリサーチ実地研究において
は，教科指導，生徒指導，学級経営などの指導も
行い，優れた教員の輩出に協力した。また，大学
院生のインターンシップ受入れについて大学と連
携し，検討を始めた。

Ａ

　緊急事態宣言中という環境下での実
施の中，附属の教育実習の伝統の底力
を感じる。100％近い実習生が，実習に
満足し指導力が向上したと実感している
ことを高く評価したい。生徒の反応はどう
だろうか。さらに大学と密に連携して，教
職に対して魅力，やりがいを感じ，高い
使命感を持った教師の養成に努めて欲
しい。
　グローバルマインドを育成する指導に
あたっては，SSHの取り組み，「探究的な
学び」と合わせることで，より実力向上が
期待できる。

A

　教育実習生の教科指導力，授業力向
上を図るため，大学と協力して教育実習
指導の方法や評価方法について教育
実習指導研究を展開し，教育実習指導


